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 スピネル構造のマンガン酸化物である LixMn2O4は Li イオン電池の正極として研究が進められている。携帯機器などに利用されている LiCoO2酸化物系にくらべて毒性が低く安価であることから、一部実用化されている[1]。しかしながら、充放電サイクルによる容量の低下、高温環境下でのMnの溶出[2]などの課題がある。これらは、Mn2O4が Li化されることで生じるMn
3+の Jahn-Teller効果によって、局所的な格子歪おきるためと考えられてきた。Bergら[3]、Grechnev[4]らの理論計算は、Li 化に伴い Mn3d の t2g バンドが充てんされると報告しており Li 化によって生じた Mn

3+の Jahn-Teller効果を支持する。一方、Aydinol ら[5]と Liuら[6]は Li化によって酸素の 2pバンドが充てんされMnサイトの価数変化はないと指摘している。本研究では、LixMn2O4の Li化に伴う電子状態の変化をコンプトン散乱で測定した。その結果、LixMn2O4の Li化に伴い酸素の 2pバンドが充てんされ、同時にMn3d電子の局在状態が弱くなることを見出した。 
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